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長かった５月の連休が終わりました。本校は４月３０日（金）が振替休業日で

したので７連休となりました。それぞれのご家庭で、楽しいひと時を過ごすこと

ができたのではないでしょうか。 

 ところで、この連休期間に校区内を自転車で回ってみました。長浜から見渡

す大海原は一直線に水平線が伸びていました。住んでいるアパート近くの公園

では、子ども達が楽しそうに野球をしていました。また学校東側に広がる耕作

地では、玉葱をはじめ様々な作物を収穫する姿を見かけました。少しずつ東小

学校区のことが分かり始めて嬉しかったです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

柿若葉と青空と・・・ 

 右の画像は青空と鉄塔を背景に、太陽に照らされた柿

の若葉を写したものです。瑞々しい緑色をしたしなやか

な葉が、５月の風に揺れていました。立夏を過ぎ、いよ

いよ本格的な夏の足音が近づいてきました。 

     夏嵐 机上の白紙 飛びつくす 

                   正岡子規 

【「文房具選び」を大切にする】 

 子ども達にとって身近な学習用具である文房具類を、それぞれのご家庭で

はどのように選んでいるでしょうか。 

 日常的に使う“鉛筆”を例に考えてみます。まず、鉛筆の形状で考えると

六角柱や円柱、三角柱のものがあります。鉛筆の芯の硬さで考えると２Ｂや

Ｂ、ＨＢ、Ｈなどがあります。また、表面に様々なキャラクターがデザイン

されたものや単色のもの、消しゴムがついているもの等、まさに多種多様な

鉛筆が存在します。鉛筆の値段も判断基準の一つでしょう。各ご家庭で、そ

の中から何らかの基準をもとに鉛筆を選んだはずなのです。 

  大事なことは、その基準を自覚して購入すること。そして、子ども達にと

って最高の鉛筆とは“その存在を忘れるほど学習に集中できる”鉛筆だとい

うことに気づかせることだと思います。 

文房具を購入する際、参考にしていただけたなら幸いです。 


